
【目的】
　転院や施設入所時等の施設間の移動や在宅療養において、患者や高齢者等の誤嚥性肺炎や栄養状態の低下を防止するには、適切な栄養管理の実施が望まれる。

　そこで、管内の入所施設（医療機関・福祉施設）や在宅において、切れ目なく適切な食形態の食事を提供されるよう、食形態等の情報を関係機関で共通認識を図り、栄養管理の連携を

　推進する。

【活用方法】

　医療機関、施設の「主食」と「副食」について、日本摂食嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分類２０２１に基づき区分してあります。また、各病院、施設の食形態等の目安であり、

　詳細については各病院、施設に直接確認してください。

　例)　A病院→B施設に移動した場合

　　　A病院で「ソフト食」の食種を提供していた場合、B施設では、「えんげ食Ⅲ」の食種が学会分類の区分が同じである

　『日摂食嚥下リハ会誌25(2):135-149,2021』または日本摂食嚥下リハ学会HPホームページ：

https://www.jsdr.or.jp/wp-content/uploads/file/doc/classification2021-manual.pdf

　『嚥下調整食学会分類2021』を必ずご参照ください。
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